
 
 

１．手洗いをし、台とトレーをアルコール綿などで拭き、 

必要物品をトレーの上に準備します 

 ●必要物品  

  薬剤 シリンジ 注射針 アルコール綿 指示票  

※袋が破けたり薬剤が漏れたりしていないか使用する前に確認しましょう 

シリンジなど細かな物品はテーブル等に置かず、トレーなどの上に準備し清潔に保ちましょう 

⇒プラスチック等のトレーを準備します。使用後は洗って乾燥させて繰り返し使用して下さい 

 

２．薬剤を準備します 

●ビタジェクト注キット 

 

 

 

 

① 袋を開けてシリンジ型の薬剤を 2本（A液と B液）取り出します。 

② キャップを開けて空気を抜きます。 

③ シリンジの目盛りを５ｍLに合わせます。 

④ ５ｍLから必要量を混注し余分な薬剤をシリンジ内に残す方法と 

あらかじめ余分な薬剤を捨てて、必要量の目盛りに合わせてから混注する方法があります。 

やり方はどちらでも構いません。やりやすい方法を選択していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

お子さんの必要量 

     キット 

A液   ｍL B液   ｍL 

Eki  

長野県立こども病院 在宅医療ケアマニュアル 

在宅中心静脈栄養法（HPN）    TPN混注方法 



●エレジェクト 

 

 

 

 

① 袋を開けてシリンジ型の薬剤を 2本（A液と B液）取り出します。 

② キャップを開けて空気を抜きます。 

③ シリンジの目盛りを２ｍLに合わせます。 

④ ２ｍLから必要量を混注し余分な薬剤をシリンジ内に残す方法と 

あらかじめ余分な薬剤を捨てて、必要量の目盛りに合わせてから混注する方法があります。 

やり方はどちらでも構いません。やりやすい方法を選択していきましょう。 

 

 

 

 

５．薬剤を混注します 

※混注する前に、薬剤が正しいかどうか、 

名称や量を読み上げて確認します 
確認する前に容器を捨てないように注意しましょう。 

また、薬液内にガラス片やゴム片が 

入っていないかもしっかり確認して下さい。 

 

① 混注する TPNバッグを確認したら、 

ゴム栓部をアルコール綿で清潔に拭き消毒します 

②・青いゴム栓がある TPNの場合 

シリンジから注射針を外してゴム栓部に垂直に差し込みます。 

・青いゴム栓がない TPNバッグの場合 

シリンジに注射針を付けてゴム栓部に垂直に針を刺します。 

③ しっかり差し込んだらバッグに薬剤を注入します。 

※外れないように注意！ 

④ 全ての薬剤を混注したら、薬剤がしっかり混ざるようバッグを優しく振りましょう。 

 混ざり方が不十分だと、不要物がでてきてしまうことがあります。 

⑤ 最後にバッグの中にごみなどが入っていないか確認し、遮光袋を掛けましょう 

 

★混注は何よりも清潔に行うことが大切です。消毒や操作の手順を確認しながら行いましょう。 

お子さんの必要量 

        ｍｌ 

混注するときは 

青いゴム栓を 

使います！！！ 

※TPNバッグの種類がいくつか 

あるので確認しましょう 


